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はじめに
統合型リゾート（以下、 ）は、多種多様な施設が組み合わさることで顧客に 多様な消










日本においても の合法化が現実味を帯び、経済効果が期待されるが、 とは 有形の
施設 と 無形のホスピタリティー により 顧客のニーズ を効率的・総合的に満たすため
の施設であると考えるべきである。


































以下に説明する つの は マーケティングの基本であるといえる。
マーケティングにおける
マーケティングの とは、製品（ ）、価格（ ）、流通・立地























































































した提供ではなく、 よく来ているプレーヤーだから とか 個人的に親しい 、または 沢
山、負けたから など曖昧なカジノフロアーの責任者の基準で決定されていたと思われる。コ





























ネバダ州において が経営を行う地域は大きく つに分けることができる。 年、ラス
ベガスを含むクラーク郡（ 軒）、レイクタホを含むダグラス郡（ 軒）、エルコ郡（ 軒）、
カールソンバレー郡（ 軒）、ワーシュー郡（ 軒）、その他のエリア（ 軒）において合計
軒のカジノが経営を行っている。テーブルゲーム数 ）は 台（ポーカーを除く）、ス




率は、それぞれ ％、 ％、 ％となった（グラフ ， ， ）。
グラフ ネバダ州 年 年のカジノ数 グラフ ネバダ州 年 年のテーブルゲー
ム数
グラフ ネバダ州 年 年のスロットマシ
ン数

















グラフ にネバダ州のカジノ部門の売上とコンプの金額の 年から 年までの 年間の
推移を示した。 年には約 億 万ドルであったカジノ部門の売上は 年の約 億














コンプの金額は 年には約 億 万ドルであり、その後も毎年増加し、 年の約
億 万ドルをピークに、 年と 年は減少するが、 年から増加に転じ、 年は
約 億 万ドルとなる。
クラーク郡におけるカジノ部門の売上は、 年には 億 万ドルであったのが、
年の 億 万ドルをピークに 年に 億 万ドルに下落するが 年には 億 万
ドルと上昇傾向にある。
コンプの金額は 年には約 億 万ドルであり、その後も毎年増加し、 年の約
億 万ドルをピークに、 年と 年は減少するが、 年から増加に転じ、 年は
約 億 万ドルとなる。
グラフ ， はネバダ州とクラーク郡におけるカジノ部門の売上に対するコンプの増加率を
示している。ネバダ州全体における 年のコンプの割合は ％であったのが、 年では
％と 倍近い伸び率になっている。クラーク郡のコンプ率は、 年には ％であった










ネバダ州におけるホテル部門の売上は、 年には約 億 万ドル、その内、コンプから
の売上が約 億 万ドルとなり、売上に対してコンプの占める割合が ％であった。
年の約 億 万ドルをピークに 年から下落し、 年の約 億 万ドルとなる
が、 年には売上は約 億 万ドル、その内、コンプからの売上が約 億 万ドルま
で回復した（グラフ ）。
クラーク郡におけるホテル部門の売上は、 年には 億 万ドル、コンプ額は 億
万ドルとなり、売上に対してコンプが占める割合は ％であった。クラーク郡のホテ
ル部門の売上のピークは 年の 億 万ドル、コンプ額は 億 万ドル、コンプ率は
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％であった（グラフ ）。
最もコンプ率の高い年は 年でコンプ率は ％となり、 年から 年の期間で最も
低い売上の 億 万ドル、コンプ額は歴代 番目に高い 億 万ドルとなった。 年
の売上は 億 万ドル、支払いによる売上は 億 万ドル、コンプからの売上は 億
万ドルとなり、売上の ％はコンプによるものであった。
ネバダ州における 年から 年までは ％（ 年） ％（ 年）の間を推移
しているが、リーマンショック後の 年が ％、 年が ％、 年が ％、
年が ％、 年が ％とルーム売上の ％以上がコンプによる売上であったが、 年
























ネバダ州のフード部門の売上は、 年の約 億 万ドルから毎年上昇し、 年の
億 万ドルをピークに下落し、 年から増加に転じ、 年の売上は約 億 万ドル
となり、このうちコンプによる売上は 億 万ドルとなった（グラフ ）。
これに対して 年のコンプ額は約 億 万ドル、売上の ％であったのが、その後
は ％ ％前後で推移し、 年の ％が最大になる。リーマンショック後は若干増加す
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グラフ クラーク郡カジノ ホテル部門売上推移 グラフ クラーク郡カジノ ホテル部門売上比率の
推移
るも 年は ％、 年は ％、 年が ％、 年 ％、 年は売上の
％となった。
クラーク郡におけるフード部門の売上は、 年の約 億 万ドルから上昇し、上下を
繰り返しながら、 年の 億 万ドルとなるが、リーマンショック後の 年には 億
万ドルまで下落する（グラフ ）。その後、増加に転じ、 年には 億 万ドルと
















年のネバダ州のビバレッジ部門の売上は約 億 万ドル、支払による売上が 億
万ドル、コンプによる売上が 億 万ドルと全体の売上の ％を占めていた。
年にはビバレッジ部門の売上は約 億 万ドル、支払による売上が 億 万ドル、コン
プによる売上が 億 万ドルと全体の ％とコンプによる比率が減少していることがわ
かる。
売上に対するコンプ率のピークは 年 ％であるが、 年からは ％を下回り、
年以降は ％台を推移している（ 年は ％）。
これに対して、クラーク郡のビバレッジ部門の 年の売上は 億 万ドル、 年の
売上は 億 万ドルとなる。 年の支払いによる売上は 億 万ドル、コンプ額は
億 万ドルであったのに対して、 年の支払いによる売上は 億 万ドル、コンプ額
は 億 万ドルとなる。
クラーク郡のビバレッジ部門のコンプ率に関しては、 年から 年までは売上の ％以





























ネバダ州におけるその他の施設の売上は、 年に 億 万ドルであった売上が、
年の 億 万ドルをピークに下落し、 年には 億 万ドルとなった。 年のコン
プ額は 万ドル、 年の 億 万ドルをピークに下落し、 年は 億 万ドル
となる。
クラーク郡におけるその他の施設の売上は、 年に 億 万ドルであったのが、
年の 億 万ドルがピークとなり、 年も 億 万ドルと高い売上を記録している。





年が ％、ピークが 年の ％、 年が ％となる。クラーク郡は 年が






























年で比べてみると、 ％ ％と 倍になり、クラーク郡においても ％ ％
とこちらもほぼ 倍となっている。
ネバダ州カジノのホテル部門（ ％ ％）は増加、フード部門（ ％ ％）と
ビバレッジ部門（ ％ ％）は減少、その他部門（ ％ ％）は増加となった。
クラーク郡カジノのホテル部門（ ％ ％）とその他（ ％ ％）は増加してい
るが、フード部門（ ％ ％）とビバレッジ部門（ ％ ％）は減少している。




年から 年において は進化を遂げ、 年にオープンしカジノのビジネスモデル
を変えたザ・ミラージュ、 年オープンした巨大イベント会場（コンサートや格闘技など）
を備えた グランドカジノ、 年にオープンした家族連れに特化したニューヨーク

















































） とはルーム（ ）、食事（ ）、飲み物（ ）の総称で、現在ではスパやショー、
買い物など幅広いジャンルを指す。
） と呼ばれ、カジノが数学的に控除する額を示す。
）ルーレット、ブラックジャック、バカラ、スロットマシン、その他の確率を基本としたゲーム
）他のカジノも滞在型顧客に対応する施設を備えていたが、フラミンゴは明確なコンセプトを基に経営が行
われたといえる。
）テーブルゲームとは、ブラックジャック、バカラ、ルーレット、クラップスなどのゲームを指す。
）スロット数とはスロットマシンとモバイルによるゲーム機器も含む。
）大数の法則により実際の売上と累積期待値が収束すると仮定した場合。
）ラスベガスのカジノによっては客室を閉めるところもあった。
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